
パッキンケースは大・小2サイズ用意。　本、食器、カセットテープ、CD、レコードなどは大きいダンボールには入れないこと。
その他備品に関しては、ジェイカスにお気軽にお問い合わせください。

パッキンケース選び

底抜けしないように底面は特に強く貼って下さい。
上下逆さまにならないようにパッキンケースに書いてある文字などに注意。 無地の場合は、矢印（↑）
などを記しましょう。

ガムテープの貼り方

重いものは下、軽いものは上に、が基本です。
なるべく隙間ができないように詰めましょう。
隙間がある場合は新聞紙などを丸めて詰め込んで埋めましょう。
通し番号をつけて箱総数の管理をする手も有効です。

パッキンケースへの梱包の基本

箱の上部、側面 に内容物・引越先でどこの部屋に運ぶのか大きな字ではっきり書いておく。
新居の間取り図に番号を振っておくのも有効です。
壊れやすい物などには”ワレモノ注意”と明記しましょう。 

対象品目

家具（タンス）類
衣服

洋服タンスのハンガー類はハンガーケースに、引出の中身はすべて衣装函、パッキンケースに。
中身・しまう場所等わかるように必ずマジックで記入。
洋服はすぐに着るものと季節外のものとにきちんと 分け、すぐに着ないものから大きめの箱に梱包。

中身はすべてパッキンケースで梱包。引出しの中の化粧品類は別梱包。
鏡はそのままで運びます。宝石・貴金属類の同梱包は厳禁。

食器類はすべて丁寧に新聞紙やキッチンペーパーなどに包んで梱包。
梱包時に先ず、箱の底に新聞紙を丸めて敷いて下さい。
隙間は新聞紙などを詰める。外装に”割れ物注意”を明記。 
梱包時のポイント
※皿は立てて、コップ・茶碗はふせて入れてる。
※出来るだけ同じ形でまとめて大きく重い物を下方に、上段にはなるべく小さく軽い物を入れる。
※段と段のあいだにも、新聞紙を丸めて敷く。
※梱包時に重心が一方にかたよらないように注意。

配線は基本的にご自身で記録・復元。本体とコードは別々に梱包し、それぞれに番号をつけて転居先で復元しやすくする。
取扱説明書やリモコンなどもまとめて一緒にして置く。
パソコンについては、極力 購入時の専用箱に、無ければ自身で配線を取り外してジェイカスに任せる。
PCのデータは必ずバックアップをとる。個人データは、一度消去してしまうと復元不可。

前日までに中の食品などは使い切ってしまい、電源を抜いてから霜取りをし、下の受け皿の水を捨てる。
洗濯機も同様に完全に水を抜き取る。

石油ストーブはタンクの中の石油を空焚きして完全に抜いてから梱包。
シンナー等の引火性の強いものは配送不可。

フトン袋や大きな風呂敷等で包む。
フトン袋の中に他の物、特に割れ物は絶対に入れないこと。
軽い順にたたんで重ねていき、布団袋をかぶせてひっくり返すと案外に楽。

みかん箱ぐらいまでのなるべく小さめの箱にサイズ別に隙間なく梱包し、
あまり詰めすぎないこと。
レコードやCD類は食器や割物と同じに扱う。レコードは縦に並べるとよい。

エアーキャップなどで包み、1個ずつ仕切り板をする。
先ずジェイカスに相談。見積り時に必ず申告が必要、保険の有無なども。

水分を少なめにし、小鉢物は巻きダンボールや新聞紙で梱包してパッキンボールケースに入れる。
背の高い物には輸送中折れないよう添木をする。
パッキンケースの中で鉢が動かないように新聞紙で詰める。

現金、キャッシュカード、有価証券、各種通帳、印鑑、重要書類、貴金属、鍵などは、必ずまとめてご自身で管理。

エサシートやエアーキャップ等で動かないように詰める。新聞紙は厳禁。
ケースをヒモで十文字に縛り、中で人形が破損しないように紙などで固定し、さらにケースを十文字に紐をかける。

包丁は、刃の部分を厚紙で包んで抜けないようにテープで巻く。
フォーク・ナイフやお箸などはまとめてお弁当箱などに入れておくと便利。

掃除道具、ゴミ袋、ティッシュペーパー、ドライバー、金槌、延長コードや紙コップ・皿など転居先ですぐ必要なものは、手元もしくは一番
出しやすい場所で搬送。
また、転居当日に使う洗面用具、下着、着替えやお子様の学校の用意なども旅行バッグやランドセルにまとめて入れておく。

鏡台・化粧品

食器・陶器・割物類

テレビ・ステレオ
パソコン

冷蔵庫・洗濯機

ストーブ及び
引火性油脂類

布団・寝具類

書籍・レコード・CD

額・美術品・骨董品

植木・盆栽類

貴重品

人形ケース

刃物

転居先で
すぐ使うもの

HOW TO

梱包済のパッキンケースの整理


